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informationinformation

暮
ら
し
の
情
報

生
活
に
役
立
つ
、身
近
な
情
報

Mikasacity

information
三
笠
市
職
員
募
集

　

職
種
、募
集
人
員
、申
込
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
第
１
次
試
験
日
】８
月
上
旬

【
試
験
会
場
】市
民
会
館

【
提
出
・
問
合
先
】総
務
課
職
員
係
☎

②
３
１
８
４

第
35
回
三
笠
市
交
通
安
全
・
防

犯
・
暴
力
追
放
・
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
合
同
推
進
大
会

【
日
時
】７
月
６
日
㈯
午
前
10
時

【
場
所
】市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

交
通
安
全
や
防
犯
な
ど
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
、犯
罪
や
暴
力
の
な

い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、各
団
体
が
集
い
合
同

推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、当
日
は
北
海
道
警
察
の
白

バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

日
ご
ろ
は
近
づ
く
こ
と
の
で
き
な
い

警
察
車
両
と
の
記
念
撮
影
な
ど
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】▼
推
進
大
会
…
来
賓

あ
い
さ
つ
、各
種
団
体
に
よ
る
推
進

宣
言
▼
標
語
入
選
者
表
彰［
小
学
生

の
部
］最
優
秀
賞
１
人
、優
秀
賞
２
人

［
中
学
生
の
部
］最
優
秀
賞
１
人
、優

秀
賞
２
人
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
…
北

海
道
警
察
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
演
奏

【
問
合
先
】生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
交
通

防
災
係
☎
②
７
７
７
７

夏
の
暴
力
追
放
運
動

▼
形
を
変
え
巧
妙
な
手
口
の「
架
空
請

求
」や「
暴
力
団
に
よ
る
不
当
請
求
」な

ど
の
事
件
が
全
国
で
多
発
し
、い
ま
だ

に
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。身
に
覚
え
の
な

い
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、必
ず
家
族

や
三
笠
消
費
者
協
会
、警
察
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。▼
覚
せ
い
剤
、薬
物
な

ど
好
奇
心
か
ら
手
を
出
す
人
が
い
ま
す

が
、薬
害
だ
け
で
は
な
く
暴
力
団
関
係

者
と
の
関
係
に
も
つ
な
が
る
の
で
、絶

対
に
手
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。▼
非

行
行
為
を
目
撃
し
た
と
き
は
保
護
者
や

関
係
者
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
先
】三
笠
市
暴
力
追
放
運
動
推

進
協
議
会
☎
②
２
１
５
１
／
三
笠
消

費
者
協
会
☎
②
２
１
８
９

高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
回
数

券
を
交
付
し
て
い
ま
す

　

最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
市
立
病
院

前
ま
で
の
片
道
運
賃
が
２
０
０
円
を

超
え
る
地
域
に
お
住
い
の
70
歳
以
上

の
方
に
、２
０
０
円
を
超
え
る
金
額

分
の
回
数
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
で
、ま
だ
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
①
４
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

が
あ
り
、引
き
続
き
居
住
さ
れ
て
い

る
方
②
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
で

70
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
③
最
寄
り

の
バ
ス
停
が
次
の
区
間
に
あ
る
方
・

幾
春
別
町
～
清
住
西
・
三
笠
入
口
～

地
神
宮
④
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
を

利
用
で
き
る
身
体
状
況
の
方

【
交
付
数
】52
回
分

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し

く
は
広
報
み
か
さ
４
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
先
】ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン

タ
ー
福
祉
係
☎
③
２
０
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
変
更

■
75
歳
以
上
の
方
で
こ
れ
ま
で
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
均
等
割
が
９
割
軽
減
と

な
っ
て
い
た
方
は
、今
年
度
、８
割
軽
減

に
変
わ
り
ま
す
。※
ま
た
、65
歳
以
上
の

方
で
障
害
認
定
を
受
け
て
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
同

様
に
変
更
と
な
り
ま
す
。な
お
、10
月

か
ら
は
、介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化

や
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給

な
ど
の
支
援
策
を
受
け
ら
れ
ま
す
。	

（
例
）年
金
収
入
80
万
円
以
下
の
方

【
平
成
30
年
度
】９
割
軽
減（
各
１
期

あ
た
り
納
付
額 

平
均
６
０
０
円
）保

険
料
の
納
付
額（
１
割
）➡【
令
和
元

年
度
】８
割
軽
減（
各
１
期
あ
た
り
納

付
額 

平
均
１
，２
０
０
円
）保
険
料

の
納
付
額（
２
割
）

令
和
元
年
度
の
保
険
料
計
算
方
法　

　

保
険
料
額
は
、被
保
険
者
が
等
し

く
負
担
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」と
、

所
得
に
応
じ
て
負
担
い
た
だ
く「
所

得
割
額
」の
合
計
で
す
。

◎
年
度
の
途
中
で
加
入
さ
れ
た
と
き

は
、加
入
さ
れ
た
月
か
ら
の
月
割
で

計
算
し
ま
す
。

均等割

＋

所得割

＝

1年間の保険料
［
１
人
当
た
り
の
額
］

５
０
，２
０
５
円

［
被
保
険
者
本
人
の
所
得
に
応

じ
た
額
］（
平
成
30
年
中
の
所

得
か
ら
33
万
円
を
引
く
）×

10.

59
パ
ー
セ
ン
ト

［
限
度
額
62
万
円
］

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

善
良
な
市
民
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
許
す
な
暴
力
」「
許
す
な
犯
罪
」

見
た
ら
聞
い
た
ら
警
察
へ
！
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■
均
等
割
の
軽
減
…
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
４
段
階
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

［
所
得
が
次
の
金
額
以
下
の
世
帯
、軽

減
割
合
➡
軽
減
後
の
年
間
均
等
割

額
］

▼
33
万
円
、8.5
割
軽
減
➡
７
，５
３
０

円▼
33
万
円
か
つ
被
保
険
者
全
員
が
所

得
０
円（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

受
給
額
80
万
円
以
下
）、８
割
軽
減
➡

１
０
，０
４
１
円

▼
33
万
円
＋（
28
万
円
×
世
帯
の
被

保
険
者
数
）、５
割
軽
減
➡
２
５
，

１
０
２
円

▼
33
万
円
＋（
51
万
円
×
世
帯
の
被

保
険
者
数
）、２
割
軽
減
➡
４
０
，

１
６
４
円

◎
軽
減
は
、被
保
険
者
と
世
帯
主
の

所
得
の
合
計
で
判
定
し
ま
す
。	

◎
被
保
険
者
で
は
な
い
世
帯
主
の
所

得
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。	

◎
昭
和
29
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
の
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
所

得
は
、さ
ら
に
15
万
円
を
引
い
た
額

で
判
定
し
ま
す
。

■
新
し
い
保
険
証（
被
保
険
者
証
）を

交
付
し
ま
す
…
現
在
お
持
ち
の
保
険

証（
被
保
険
者
証
）は
、７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
８
月
以
降

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。７
月

中
に
新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す
の

で
、今
ま
で
の
保
険
証
は
８
月
以
降

  65歳以上の方の介護保険料を一部変更します
◆介護保険料について
　65歳以上の方の保険料は、3年間の介護サービスに必要な経費を計算して市町村が決定しています。昨年、
第7期介護保険事業計画（平成30年度～令和2年度）で新しい保険料を決めましたが、今回、国の制度により
低所得者の方への保険料の負担軽減を行うため、第1段階から第3段階に該当する方の保険料を減額します。

暮
ら
し
の
情
報

に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
減
額
認
定
証
を
お
渡
し
し
ま
す
…
減

額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
）は
、住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
が
外
来
診
療
や
入
院
さ
れ

た
と
き
に
、医
療
費
や
食
事
代
な
ど
の

自
己
負
担
限
度
額
を
軽
減
す
る
た
め

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な

り
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。７
月
中
に
新
し
い
減
額
認
定

証
を
送
り
ま
す
の
で
、今
ま
で
使
用

し
て
い
た
減
額
認
定
証
は
８
月
以
降

に
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
…
医
療
費

通
知
は
全
受
診
者
に
送
付
さ
れ
ま

す
。な
お
、発
行
さ
れ
る
時
期
は
従
来

ど
お
り
９
月
と
３
月
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、通
知
は
皆
さ
ん
の
受
診
状
況

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
、請
求
書

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
保
険
医
療
係

☎
②
３
１
８
８
／
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

【表1】令和元年度介護保険料
所得段階
区分 対象者 平成30年度

保険料（年額）
令和元年度
保険料（年額）

第1段階

生活保護受給者。世帯全員が市
民税非課税で、老齢福祉年金受
給者および課税年金収入と合
計所得金額の合計額が80万円
以下の方

28,200円 23,500円

第2段階

世帯全員が市民税非課税で、課
税年金収入と合計所得金額の
合計額が80万円を超え120万
円以下の方

47,000円 39,200円

第3段階
世帯全員が市民税非課税で、課
税年金収入と合計所得金額の
合計額が120万円を超える方

47,000円 45,500円

※第4段階から第9段階の方の保険料は変わりません。

【表2】年金からの引き去り方法

令和元年度
仮徴収

平成31年 4月
原則、平成31年2月の保険料と同額を仮徴収
として年金から引き去ります。［注1］令和元年 6月

令和元年 8月

令和元年度
本徴収

令和元年10月
年間保険料が決定した後に、残りの保険料を
年金から引き去ります。令和元年12月

令和 2年 2月
注1：6月と8月の仮徴収額は、年金から引き去りされる保険料の金額を
均等にするため2月の引き去り額と違う場合がありますので、ご了承く
ださい。

　今年度の介護保険料は表1のと
おりです。
◆介護保険料を年金から納めて
いる方へ
　令和元年度の介護保険料は6月
に世帯の所得状況が確定した後、
年間の保険料を決定します。
　このため、介護保険料を年金か
らの引き去り方法で納められてい
る方は、表2のとおり4月から8月ま
では仮徴収とし、保険料が確定し
た後の10月以降は本徴収として年
金から引き去ります。
　なお、年間保険料の決定通知書
は7月中旬に郵送します。
※市の納付書で介護保険料を納
められている方には7月中旬に納
　　付書を発送しますので、納期
　　　　（7月～翌年2月の全8回）
　　　　ごとに納めてください。
　　　　詳しくは広報みかさ4月
　　　　号をご覧ください。

【問合先】
市民生活課介護保険係☎②3611


